
や　　　ま　　　ぐ　　　ち（1）　平成29年11月10日 第２８２号

　建設山口
（山口県建設労働組合）

〒753-0815　山口市維新公園2-1-10
電話　083-925-2277

編集発行　熊　谷　龍　夫
定価　20 円

http://www.kensetsu-yamaguchi.com　info@kensetsu-yamaguchi.com

　

今
年
度
は
、
17
年
ぶ
り

に
山
口
市
の
「
山
口
南
総

合
セ
ン
タ
ー
」で
の
開
催
。

　

午
前
９
時
、
各
支
部
の

組
合
旗
が
は
た
め
く
中
で

の
開
会
式
。
吉
村
執
行
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

一
番
く
じ
を
引
い
た
徳
山

支
部
の
江
本
青
年
部
長
が

力
強
く
選
手
宣
誓
し
て
競

技
に
入
り
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
会
場
の
関
係
上
、
出

場
選
手
の
年
齢
区
分
を

　

９
月
10
日
。
第
51
回
建
設
山
口
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
第
39
回
主
婦
の
会
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
山
口
市
で
同
時
開
催
。
11
支
部
か
ら
３
百
人
近
く

の
方
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
各
支
部
間
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

設
け
た
１
支
部
１
チ
ー
ム

編
成
と
な
り
、
11
支
部
が

参
加
。
日
頃
の
練
習
成
果

を
出
そ
う
と
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
回
戦
か
ら
大
差
が
つ

い
た
試
合
、
同
点
で
ト
ス

に
よ
り
勝
敗
が
決
ま
る
試

合
な
ど
様
々
。
珍
プ
レ
ー

あ
り
、
好
プ
レ
ー
あ
り
で

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。

決勝戦では下松打線が爆発

各支部の旗がはためく中での開会式

力強く選手宣誓
　

決
勝
戦
は
、
初
戦
か
ら

圧
倒
的
な
強
さ
で
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
下
松
支
部
と
、

準
決
勝
で
昨
年
度
、
青
年

の
部
優
勝
の
小
野
田
支
部

と
の
接
戦
を
制
し
た
豊
浦

支
部
と
の
対
戦
。
試
合
は

１
回
の
表
、
下
松
支
部
が

一
挙
16
得
点
を
あ
げ
る
ま

さ
か
の
展
開
に
。
結
果
、

そ
の
後
も
追
加
点
を
あ
げ

た
下
松
支
部
が
23
対
１
で

勝
利
し
、
３
年
ぶ
り
に
優

勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

主
婦
の
会
ト
リ
ム
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
と
の
合
同
の

開
会
式
を
終
え
た
後
、
体

　

青
年
部
は
、
９
月
10
日

に
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
・
ト
リ
ム
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
昨
年
に
引

き
続
き
出
店
。

　

確
定
申
告
の
時
期
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

税
制
は
毎
年
の
よ
う
に

変
わ
り
、
誤
っ
た
思
い

込
み
で
申
告
を
し
て
し

ま
う
と
、
無
駄
な
税
額

を
納
付
す
る

こ
と
に
も
繋

が
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

正
確
な
確
定
申
告
を

す
る
た
め
に
は
、
正
確

な
記
帳
が
必
要
で
す
。

平
成
26
年
１
月
か
ら
全

て
の
事
業
者
に
記
帳
及

ス
ポ
ー
ツ
で
仲
間
づ
く
り

　
 

下
松
支
部
が
３
年
ぶ
り
Ｖ

■
求
人
情
報
の
ご
利

用
を

　
「
仕
事
の
関
係
で
職
人

さ
ん
や
従
業
員
が
必
要

な
ん
だ
が
…
」
そ
ん
な

要
望
に
応
え
る
た
め
建

設
山
口
で
は
、
求
人
情

報
を
本
部
を
通
じ
て
、

県
下
各
支
部
に
連
絡
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
は
、

指
定
の
「
建
設
山
口
求

人
票
」
を
本
部
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
本
部

か
ら
県
下
各
支
部
に
送

付
し
ま
す
。
く
わ
し
く

は
組
合
事
務
所
ま
で
。

第51回ソフトボール大会■所得計算書学習会日程

■確定申告学習会日程

トリムバレーボール大会
主婦の会の部

小野田支部に栄冠
育
館
に
移
動
し
て
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

　

主
婦
の
会
の
部
（
女
性

の
み
）は
、５
支
部
５
チ
ー

ム
、
混
合
の
部
に
７
支
部

７
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
回
は
主
婦
の
会
の

部
、
混
合
の
部
と
も
に

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
主
婦
の
会
の

部
は
１
セ
ッ
ト
も
落
と
さ

な
か
っ
た
小
野
田
支
部
が

優
勝
。
準
優
勝
は
吉
南
支

部
で
し
た
が
、

今
年
も
参
加

チ
ー
ム
の
減

少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、

課
題
が
残
り

ま
し
た
。
混

合
の
部
の
優

勝
は
、
山
口

支
部
が
２
連

覇
を
達
成
、

準
優
勝
は
小

野
田
支
部
で

し
た
。

主婦の会も熱戦に続く熱戦

暑
さ
対
策
に
一
役

青年部
だより

　

各
支
部
の
青
年
部
長
が

出
店
内
容
・
料
金
設
定
等

を
会
議
で
検
討
し
、準
備
・

運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

今
年
の
販
売
は
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
と
ガ
リ
ガ
リ
く
ん

入
り
ソ
ー
ダ
の
２
種
類
。

　

会
場
の
制
約
も
あ
り
、

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
で
の
販

売
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

体
で
約
３
７
０
個
を
販

売
。
大
会
参
加
者
の
暑

さ
対
策
に
一
役
買
い
ま

し
た
。

ソフトクリームくださーい

所
得
計
算
書
学
習
会
・
確
定
申
告
学
習
会
を
開
催
し
ま
す

び
帳
簿
の
保
存
が
義
務

付
け
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

そ
の
た
め
全
建
総
連
の

「
日
計
記
帳
用
紙
」
で

日
々
の
記
帳
か
ら
そ
の

月
の
会
計
を
ま
と
め
、

そ
れ
を
「
所
得
計
算
書
」

に
転
記
し
、
そ
の
年
の

収
支
を
計
算
し
て
い
た

だ
き
、収
支
内
訳
書
（
白

色
申
告
）
ま
で
は
正
確

に
作
成
出
来
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
所
得
計
算
書
学

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書

の
記
入
方
法
や
留
意
点

に
つ
い
て
学
習
す
る
確

定
申
告
学
習
会
も
上
表

の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

両
学
習
会

と
も
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
筆
記
用
具
・
電
卓

は
お
忘
れ
な
く
。
参
加
希

望
の
方
は
、
お
早
め
に
お

入
り
の
支
部
を
通
じ
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
お
入
り
の
支
部
へ

日程 時間・場所 対象支部

12月１日㈮
13：00～16：00

全支部
建設山口本部会館

12月８日㈮
13：00～16：00

全支部
中国労金下松支店会議室

12月10日㈰
13：00～16：00

全支部
下関市リサイクルプラザ

日程 時間・場所 対象支部

１月23日㈫
13：00～16：00

全支部
中国労金下松支店会議室

１月26日㈮
13：00～16：00

全支部
建設山口本部会館

１月28日㈰
13：00～16：00

全支部
下関市リサイクルプラザ

▼
御
存
知
の

よ
う
に
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の

方
は
厚
生
年

金
と
い
う
二

階
建
て
部
分

の
年
金
が
あ

り
ま
す
。
自

営
業
者
の
方

は
一
階
部
分

の
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
し
か
し
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
れ
ば
、

国
民
年
金
基
金
と
い
う

二
階
建
て
部
分
の
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
国
民
年
金
基

金
は
、
掛
金
が
割
安
で

年
金
額
が
保
障
さ
れ
て

い
る
厚
生
労
働
省
認
可

の
公
的
制
度
で
す
の
で

安
心
し
て
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
平
成
26
年
４
月
か
ら

予
定
利
率
が
１
・
５
％

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
他
の
金
融
商
品

と
比
較
し
て
も
非
常
に

有
利
で
す
。
ま
た
掛
け

捨
て
に
な
り
ま
せ
ん

し
、
受
け
取
る
年
金

は
、
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
、
掛
金
が

全
額
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
節
税
で

き
ま
す
。

▼
そ
れ
か
ら
、
国
民
年

金
基
金
に
は
個
人
年
金

に
は
な
い
、
国
庫
負
担

が
あ
り
ま
す
。
掛
金
は

年
齢
が
若
い
程
安
く

な
っ
て
い
ま
す
し
、
積

立
額
も
多
く
な
り
ま

す
。
加
入
希
望
の
方
は

で
き
る
だ
け
早
く
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

※宇部支部は両学習会とも独自に開催
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て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
建

設
山
口
は
、

山
口
県
と
今

年
１
月
17
日

に
「
被
災
住

宅
の
応
急
修

理
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
。
現
在
、

６
０
０
事
業
所
を
目
標
に

登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

登
録
さ
れ
ま
す
と
経
営

事
項
審
査
に
お
い
て
、
加

点
（
15
点
）
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
希
望
の
事
業
所

の
方
は
、
お
入
り
の
支
部

ま
で
。

　

全
建
総
連
第
33
回
全
国

青
年
技
能
競
技
大
会
が
９

月
19
日
か
ら
21
日
の
３
日

間
、愛
知
県
名
古
屋
市「
名

古
屋
国
際
会
議
場
」
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
36
県
連
・
組
合
か

　

９
月
14
日
午
後
１
時
か

ら
開
催
さ
れ
た
「
社
会
保

険
未
加
入
対
策
の
対
応
と

賃
金
引
き
上
げ
・
法
定
福

利
費
確
保
に
向
け
た
各
支

部
学
習
会
」。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
吉

村
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、

続
い
て
全
建
総
連
勝
野
書

記
長
か
ら
「
社
会
保
険
未

加
入
対
策
の
対
応
と
賃
金

　

全
建
総
連
・
中
国
地
方

協
議
会
は
、
10
月
10
日
、

国
土
交
通
省
中
国
整
備
局

交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

整
備
局
側
か
ら
は
、
室

田
浩
司
・
総
務
部
契
約
課

ら
80
人
が
参
加
。
建
設
山

口
か
ら
は
、吹
本
健
二（
宇

部
）
さ
ん
、町
田
裕
介
（
美

祢
）さ
ん
、河
内
信
宏（
光
）

さ
ん
の
建
設
山
口
技
能
競

技
大
会
の
上
位
３
人
が
参

加
し
、
全
国
の
仲
間
と
技

17支部106人の参加で

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

課
題
は
「
四
方
転
び
踏

み
台
」
で
製
作
時
間
は
６

時
間
。
現
寸
図
の
作
図
、

部
材
の
木
削
り
、墨
付
け
、

加
工
仕
上
げ
、
組
み
立
て

の
順
に
作
業
を
行
い
、
全

諸
問
題
へ
の
要
望
申
入
れ

応急修理
（登録）事業者
を募集中

中国地協整備局へ要請
〈地協代表17人〉

アスベスト訴訟
公正判決を求める
署名にご協力を

惜
し
く
も
入
賞
を
の
が
す

惜
し
く
も
入
賞
を
の
が
す

全国青年技能競技大会

愛知県で
代表３人参加
愛知県で

代表３人参加

員
が
時
間
内
に
作
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
の
３
人
は
、

入
賞
に
は
惜
し
く
も
届
か

な
か
っ
た
も
の
の
、
吹
本

さ
ん
が
奨
励
賞
を
獲
得
す

る
な
ど
、
持
て
る
力
を
発

揮
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を

今
後
に
活
か
し
て
行
き

ま
す
。

　

10
月
2
・
3
・
4
日
の

3
日
間
、
県
下
11
の
税
務

署
に
対
し
て
、
要
望
申
し

社
会
保
険
未
加
入
対
策

　
　
今
後
の
対
応
を
確
認
へ
各支部学習会

　

国
は
社
会
保
険
未
加
入
対
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

現
在
現
場
で
は
元
請
（
上
位
）
事
業
所
等
か
ら
の
社

会
保
険
の
加
入
確
認
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

誤
っ
た
認
識
に
よ
る
「
協
会
け
ん
ぽ
へ
の
加
入
の
強

要
」「
法
人
事
業
所
に
な
る
よ
う
、
指
摘
を
受
け
る
」

等
の
事
例
が
県
内
で
出
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

を
踏
ま
え
、
17
支
部
１
０
６
人
の
参
加
で
、
ユ
ウ
ベ

ル
ホ
テ
ル
松
政
を
会
場
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

引
き
上
げ
に
向
け
た
運
動

に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

演
を
受
け
ま
し
た
。
建
設

業
の
社
会
保
険
未
加
入
対

策
は
5
年
間
の
取
組
期
限

と
さ
れ
た
今
年
の
3
月
末

を
過
ぎ
、
新
し
い
段
階
を

む
か
え
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
法
定
福
利
費
の
確

保
や
賃
金
・
単
価
引
き
上

げ
を
勝
ち
取
る
運
動
に
つ

な
げ
て
い
く
必
要
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、
建
設
山

口
の
社
会
保
険
未
加
入
対

策
に
関
す
る
主
な
取
組
と

県
内
の
現
状
に
つ
い
て
小

林
書
記
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
各
支
部
か
ら

の
主
な
報
告
が
岩
国
支
部

山
本
支
部
長
、
宇
部
支
部

長
井
社
保
対
部
長
、
下
松

支
部
藤
井
書
記
長
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
支
部
窓
口
で

の
具
体
的
な
対
応
に
関
す

る
内
容
の
報
告
が
あ
り
、
今

後
の
窓
口
対
応
に
活
か
せ

る
学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

熱心に聞き入る参加者 講師の勝野書記長

本部と支部代表で
税務署交渉

入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
例

年
ど
お
り
、
建
設
山
口
本

部
の
税
金
担
当
役
員
と

各
税
務
署
管
内
の
該
当

支
部
の
代
表
で
、
３
日

間
で
延
べ
33
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
署
で
異
動
の
た

め
総
務
課
長
が
替
わ
っ
て

お
り
、
建
設
業
の
き
び
し

い
状
況
に
ふ
れ
な
が
ら
、

ま
ず
は
簡
単
に
建
設
山
口

の
概
要
を
説

明
。「
所
得
計

算
書
学
習
会
」

「
確
定
申
告
学

習
会
」「
申
告

相
談
会
」
に
組

合
と
し
て
力
を

入
れ
て
い
る
こ

と
を
話
し
ま
し

た
。「
昨
年
か

ら
始
ま
っ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
に
つ
い

て
、
無
記
入
の

場
合
の
取
扱
に
つ
い
て
変

更
は
あ
る
の
か
」
の
問
に

つ
い
て
は
「
昨
年
と
同
様

に
、
無
記
入
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
受
理
し
な
い
こ

と
は
な
い
。
た
だ
し
、
一

定
の
指
導
は
し
て
い
く
」

と
の
返
答
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
適
格
請
求
書

保
存
方
式
が
こ
の
ま
ま
の

形
で
導
入
さ
れ
る
と
、
零

細
企
業
が
取
引
か
ら
排
除

交渉に臨む代表

さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ

う
に
な
ら
な
い
よ
う
な
方

式
を
考
え
て
欲
し
い
と
の

要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
税
務
署
側
か
ら

「
全
体
で
も
ｅ
–
Ｔ
Ａ
Ｘ

を
使
わ
れ
て
い
る
方
が

６
〜
７
割
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で

は
な
い
し
、
計
算
間
違
い

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト

環
境
が
あ
る
方
に
つ
い
て

は
ぜ
ひ
ｅ
–
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利

用
し
た
申
告
を
さ
れ
る
よ

う
に
御
周
知
を
お
願
い
し

た
い
」
と
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。

　

大
規
模
地
震
が
起
こ
っ

た
際
、
地
域
の
建
設
職
人

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

　

関
西
ア
ス
ベ
ス
ト

京
都
・
大
阪
訴
訟
は

そ
れ
ぞ
れ
２
０
１
８

年
２
月
９
日
、
３
月

22
日
に
結
審
を
迎
え

ま
す
。

　

全
国
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
「
公
正
判

決
を
求
め
る
署
名
」

は
、
こ
れ
ま
で
も
裁

判
所
に
提
出
さ
れ
、

国
民
的
世
論
の
広
が

り
を
示
す
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
建
総
連

は
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
「
公
正
判
決

を
求
め
る
署
名
」
に

取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の

御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

長
を
は
じ
め
９
人
。
協
議

会
側
か
ら
は
全
建
総
連

（
石
田
主
任
書
記
）
と
中

国
５
県
の
代
表
の
計
17
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
小
林
全
建

総
連
副
中
央

執
行
委
員
長

（
建
設
山
口
書

記
長
）
が
「
今

日
は
中
国
地
方
の
代
表
が

参
加
し
て
い
る
。
私
た
ち

建
設
業
界
で
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
話
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

整
備
局
側
は
室
田
契
約

課
長
が
「
建
設
業
法
の
遵

守
と
執
行
、
透
明
性
、
公

平
性
の
確
保
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。
御
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
交
渉
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

要
請
項
目
は
主
に
４
項

目
。
ま
ず
「
賃
金
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
２
月

に
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
が
５
年
連
続
引
き
上

が
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

現
実
に
は
現
場
ま
で
行
き

渡
っ
て
い
な
い
た
め
、
確

実
に
労
務
単
価
が
支
払
わ

れ
る
よ
う
、
一
層
の
施
策

を
求
め
ま
し
た
。

　

局
側
か
ら
は
「
現
場
の

声
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
相
談
ダ
イ
ア
ル
で

受
付
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
説
明
会
や
立
ち
入
り

検
査
に
お
い
て
も
調
査
を

お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
未
加
入
対
策

で
は
、
現
場
で
混
乱
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、指
導
の
徹
底
を
求
め
、

ま
た
、
保
険
加
入
の
原
資

で
あ
る
法
定
福
利
費
が
確

実
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
、

要
請
も
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
後
に
は
、
広
島
県

建
設
労
働
組
合
会
館
で
、

賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た

学
習
会
に
参
加
。
意
見
交

換
を
行
い
、
今
後
の
方
向

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

現
状
を
訴
え

　
　
一
層
の
施
策
を
要
請

代表で要請書を
手渡す小林書記長（右）
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♪
人
皆
華
に
酔
う
と
き
も　

残
雪
恋
し
山
に
入
り
♪
坊
が
ツ

ル
賛
歌
で
有
名
な
九
重
山
群
。

　

娘
が
中
学
生
の
頃
、
大
晦

日
に
長
者
原
か
ら
雨
ケ
池
の

霜
柱
を
踏
み
膝
ま
で
雪
に
な

れ
ば
「
坊
が
ツ
ル
」
山
奥
の

い
で
湯
「
法
華
院
温
泉
」
は
も

う
す
ぐ
だ
。

　

冷
え
た
身
体
を
湯
煙
が
温
か

く
迎
え
る
、
正
月
登
山
は
２
年

続
け
て
九
重
の
山
に
入
る
。
宿

泊
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
ゆ
っ

く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
身
体
を

癒
し
お
酒
を
呑
み
な
が
ら
明
日

の
登
山
計
画
を
確
認
す
る
。
こ

の
法
華
院
温
泉
宿
は
元
旦
に
酒

樽
を
開
け
宿
泊
客
に
振
舞
っ
て
い
た
。
山
か
ら
帰
れ

ば
酒
が
待
っ
て
い
る
楽
し
み
が
あ
る
の
で
、
つ
い
つ

い
正
月
は
九
重
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

９
割
の
泊
ま
り
客
は
初
日
の
出
を
期
待
し
て
暗
い

内
か
ら
山
に
出
掛
け
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
明
る
く

な
っ
て
登
山
準
備
。
冬
山
の
装
備
を
整
え
ア
イ
ゼ
ン

を
履
き
出
発
す
る
。
白
口
谷
か
ら
最
高
峰
中
岳
に
登

り
御
池
の
凍
結
を
写
真
に
撮
り
、久
住
山
に
向
か
う
。

あ
い
に
く
の
天
気
で
阿
蘇
山
は
降
り
し
き
る
雪
で
見

え
な
い
。
気
温
も
零
下
で
足
早
に
北
千
里
に
下
山
、

す
が
も
り
越
え
か
ら
コ
マ
ド
ウ
岩
を
抜
け
法
華
院
温

泉
に
戻
る
。
冷
え
た
身
体
は
お
酒
で
温
め
る
。
天
国

気
分
で
酔
い
、
う
た
た
ね
の
心
地
良
さ
に
九
重
の

山
々
に
畏
敬
と
感
謝
の
思
い
が
、
よ
り
深
く
な
っ
た

実
感
が
湧
く
。
近
い
内
に
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
満
開

の
頃
、
坊
が
ツ
ル
で
野
営
を
楽
し
も
う
と
胸
を
膨
ら

ま
す
。
冬
の
九
重
連
山
は
静
か
に
雪
が
降
り
続
い
て

い
る
。

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh

登
山
靴
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久光　義秋（光・大工 68）

九 重 連 山
（大分県久住町＆九重町）

支部 平成29年10月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 70 － 7
阿　武 0 － 24
岩　国 1,744 29
宇　部 1,657 21
小野田 580 16
吉　南 1,005 19
下　松 1,099 65
熊毛南 259 － 9
下　関 1,236 － 36
徳　山 762 12
豊　浦 176 4
長　門 195 3
萩 203 14
光 251 2
防　府 921 14
美　祢 173 － 5
山　口 1,068 27
柳　井 434 24

計 11,833人 169

中岳山頂（1,790.8m）にて

髙橋書記

未
加
入
者
に
声
を

　
　
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
組
合
に

毎週木曜・年１回研修会も

　

組
合
が
運
営
す
る
山
口

建
設
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
30
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
中
で
す
。

　

週
に
１
回
の
授
業
で
す

が
、
大
工
の
道
を
志
す
仲

間
と
の
繋
が
り
も
で
き
ま

す
。
訓
練
校
を
卒
業
後
、

独
立
さ
れ
て
頑
張
っ
て
い

　

我
が
家
の
愛
犬
「
ダ
ッ

ク
ス
フ
ン
ト
」
の
話
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

１
９
９
４
年
（
平
成
６

年
４
月
10
日
生
ま
れ
・
血

統
書
に
書
い
て
あ
る
）
23

　

建
設
山
口
の
組
合
員
数

は
10
月
末
現
在
で
、
表
の

と
お
り
１
万
１
８
３
５
人

と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
ま
し
て
、
髙
橋

基
介
と
申
し
ま
す
。
10
月

か
ら
本
部
書
記
局
に
入
局

る
方
々
も
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
、授
業
の
中
で
は
、

年
に
１
回
、
１
泊
２
日
の

技
術
研
修
会
も
あ
り
、
仲

間
同
士
の
交
流
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で

す
。
お
問
い
合
わ
せ
・
お

申
し
込
み
は
お
入
り
の
支

部
ま
た
は
本
部
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
対
象
】建
設（
大
工
）

を
職
業
と
し
て
働
い
て
い

る
方
で
、
技
能
習
得
に
意

欲
の
あ
る
方
。

　

将
来
、
技
能
士
、
２
級
・

木
造
建
築
士
の
資
格
を
希

望
す
る
方
。
男
女
は
問
い

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
ま
た

は
、
本
人
が
「
一
人
親
方

等
の
特
別
加
入
」
の
労
災

保
険
被
保
険
者
。

◀
実
技
の
授
業
の
一
コ
マ

愛  犬
ルイ くん

齊藤 博行小野田支部

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

名前の由来はフランス皇帝

平成30年度

訓練生募集

【
訓
練
期
間
】
２
年
間

【
教
室
】
山
口
本
校
（
建

設
山
口
本
部
会
館
内
）

【
訓
練
日
程
】
月
４
〜
５

回
（
毎
週
木
曜
日
予
定
）

【
訓
練
時
間
】
８
時
30
分
〜

17
時

【
訓
練
科
目
】
基
本
実
技
、

建
築
概
論
、
建
築
生
産
概

論
、
建
築
計
画
、
工
作
法
、

規
矩
術
、
施
工
法
、
法
規

な
ど

【
訓
練
講
師
】
職
業
訓
練

指
導
員
及
び
一
級
建
築
士

【
特
典
】
①
２
ヵ
年
の
訓

練
を
修
了
し
、
技
能
照
査

に
合
格
し
た
者
は
２
級
技

能
検
定
（
建
築
大
工
）
の

学
科
試
験
が
免
除
②
２
級

及
び
木
造
建
築
士
受
験
の

実
務
経
験
短
縮
③
授
業

料
、
教
科
書
、
教
材
無
料

④
交
通
費
の
一
部
と
昼
食

支
給
（
組
合
員
が
対
象
）

今
を
楽
し
む

吉
南　

秋
本　

文
義

（
表　

具
）

　

仕
事
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
、
体
調
に
気
を

つ
け
時
間
を
作
っ
て

は
趣
味
の
釣
り
に
出

か
け
て
い
ま
す
。

　

今
を
楽
し
む
こ
と
。

　

明
日
は
わ
か
り
ま

ヒヤリ・ハット事例
足場の組立工事で足場上を歩行中、足場板が傾き

バランスを崩して転落しそうになった

　鉄骨・鉄筋コンクリート造家屋
建築工事業

　足場（建築工事）

　建築工事の現場で足場組立工事
をしていて高さ５mの足場上を歩行
中、突然足場板のツメがちぎれて
乗っていた足場板が傾き、バラン
スを崩して転落しそうになった。
幸い安全帯を着用していたので５m
下には墜落せず、右ひざの軽い擦
り傷ですんだ。

　足場板の事前の点検が不十分で、
ツメ取付け部の劣化に気づかなかっ
たこと。

　目視でいいので足場板の事前点検
を必ず行うこと。

業　　種

原　　因

対　　策

作業の種類

ヒヤリ・ハットの状況

歳
オ
ス
、
名
前
は
ル
イ
君
。

　

こ
の
名
前
は
フ
ラ
ン
ス

皇
帝
か
ら
付
け
た
と
の
こ

と
。
ル
イ
君
を
引
き
取
っ

た
わ
け
は
、
所
有
者
が
あ

る
方
に
譲
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
方
が
ル
イ
君
を
虐
待

す
る
話
を
聞
か
れ
、
所
有

者
が
引
き
取
っ
た
と
の
こ

と
。
そ
し
て
３
歳
ぐ
ら
い

の
と
き
に
我
が
家
が
引
き

取
り
ま
し
た
。
そ
の
ル
イ

君
、
今
年
の
初
め
に
ヘ
ル

ニ
ア
で
後
ろ
足
が
立
た
な

く
な
り
、
前
足
で
歩
き
、

後
ろ
足
を
ひ
き
ず
り
な
が

ら
歩
い
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
４
本
で
歩
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
忍
耐
力
に
は
脱
帽
で
す
。

　

性
格
は
や
さ
し
く
お
っ

と
り
、
無
駄
吠
え
は
せ
ず

し
か
も
男
前
、
ぱ
っ
と
見

23
歳
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

で
す
。
朝
夕
の
散
歩
は
自

分
で
家
の
周
り
を
散
歩
し

て
帰
っ
て
き
ま
す
。

　

も
う
１
匹
14
歳
の
メ
ス
、

名
前
は
あ
ら
れ
ち
ゃ
ん
、

こ
の
２
匹
に
家
内
共
々
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
〝
あ
ら

れ
ち
ゃ
ん
〞
の
話
も
し
ま

し
ょ
う
。

新
職
員
の
紹
介

し
ま
し
た
。
趣
味
は
ド
ラ

ム
を
叩
く
こ
と
で
す
。

　

休
日
に
は
、
気
の
合
う

仲
間
と
子
供
に
音
楽
を
教

え
つ
つ
、
演
奏
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
仕
事
を

覚
え
、
組
合
員
さ
ん
の
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
に
入
り
加
入
者

は
８
４
５
人
、
脱
退
者
は

６
７
６
人
で
現
在
ま
で

１
６
９
人
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
月
別
に
み
る

と
４
月
を
除
く
全
て
の
月

で
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
諸
要
求
実
現
に

向
け
た
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
は
「
組
合

員
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を

守
る
」
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

未
加
入
者
は
お
ら
れ
ま

せ
ん
か
？
ま
わ
り
を
見
渡

し
声
を
掛
け
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
（
中
建
国
保
、
労

災
保
険
、
税
金
相
談
、
各

種
共
済
制
度
等
）
を
伝

え
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
組
合
に
迎
え
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
員
及
び
家
族
の
皆

さ
ん
の
組
織
拡
大
に
向
け

た
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

せ
ん
。

世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ

下
関　

岩
川　

哲
一

（
大　

工
）

　

先
日
、
息
子
が
Ｔ
Ｖ

の
Ｃ
Ｍ
の
曲
に
合
わ

せ
て
歌
を
う
た
っ
て

い
ま
し
た
が
、
微
妙
に

音
程
が
は
ず
れ
て
い

た
の
で
「
カ
ー
ン
」
と

言
う
と
「
ど
う
ゆ
う
こ

と
？
」
尋
ね
ら
れ
ま
し

た
。

　

自
分
の
常
識
イ
コ
ー

ル
み
ん
な
の
常
識
で
は

な
い
と
ち
ょ
っ
と
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
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豊浦　竹田　義男
（電工・40）

若
手
育
成

　
の
難
し
さ

竹田さん

　日本は今、技術者不足と
言われていますが皆様のと
ころはどうでしょうか。
　起業して６年が過ぎました。
仕事はあるのに任せられる職人がい
ないというのが大きな悩みとなって
います。若手を育てようと思うも、
なり手がいない、いたとしても続か
ない、続けてもらうために怒るのを
やめる。技術がいつまでたっても向
上しない。これではいかんと激をと
ばすとたちまち去っていく。負の連
鎖・・・
　知り合いの会社に新人さんが３人

加わったと聞き凄いなと感
心していたら、３人とも東南

アジアの方でした。暫く仕事を
みていたら、親方から叱られなが

らも必死に技術を学ぼうと真剣でし
た。聞いてみると、日本の技術は世
界でもトップクラスだから少しでも
早く身に付け、食べていけるように
なりたいとのことでした。
　モノづくりの国、日本。20年後も
同じように言われていて欲しい反
面、生まれたときからなんでもある
便利な世の中しか知らない若い世代
が可哀想にも思えました。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
魚
釣
り
に
必
要
。

③
絵
か
き
の
こ
と
。

⑤
あ
と
つ
ぎ
、
長
男
。
○

○
○
相
続
。

⑦
親
切
を
受
け
て
感
謝
す

る
。
○
○
に
着
る
。

⑧
薄
く
切
っ
た
魚
の
生
料

理
の
こ
と
。

⑨
敵
↕
。

⑩
春
・
夏
・
秋
・
冬
。

⑪
海
岸
が
大
き
く
陸
地
に

曲
が
り
込
み
、
外
海
に

向
か
っ
て
開
け
て
い
る

と
こ
ろ
。「
東
京
○
○
」

⑫
建
物
と
建
物
を
つ
な
ぐ

廊
下
。
○
○
○
廊
下
。

⑬
「
○
○
手
市
場
。」
就

職
活
動
す
る
学
生
や
求

職
者
に
有
利
な
状
態
。

⑭
ど
ん
な
人
に
も
七
つ
は

あ
る
。

⑯
相
撲
に
お
け
る
力
士
の

名
前
。

⑰
「
土
筆
」
の
読
み
方
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
食
事
以
外
の
時
に
、
子

供
が
よ
く
食
べ
ま
す
。

甘
い
も
の
が
多
い
。

③
字
や
絵
を
書
い
て
壁
に

か
け
る
も
の
。

④
い
っ
ぱ
い
入
れ
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
○
○
。

⑥
子
供
が
知
ら
な
い
人
を

見
て
泣
い
た
り
恥
ず
か

し
が
る
。
ヒ
○
○
○
○
。

⑦
食
べ
放
題
。
○
○
○
○

は
自
由
で
す
。

⑫
対
岸
と
の
間
を
往
来
し
、

人
の
荷
物
を
運
ぶ
小
さ

な
船
。
○
○
○
船
。

⑬
右
に
曲
が
る
。
○
○
○

禁
止
。

⑮
師
匠
に
教
え
を
受
け
る

門
弟
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
12
月
5
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

作・斉藤達夫

読書の秋

自
分
が

読
み
た
く
な
る

よ
う
な
も
の
に

挑
戦
す
る
か

読
む

の
で
は

な
く

書
く
こ
と

に
し
た

ま
さ
し
く

「
読
書
」の
秋
ね

・　・

高
い
の
う

「
文
庫
本
」が

気
軽
に
買
え
ん

「
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
」

な
ん
て

手
が
出
な
い
よ

読
み
た
い
本
も

満
足
に

読
め
ん
と
は
・
・
・

読
書
の
秋
じ
ゃ

い
う
の
に

焼肉 憩（いこい）
住　　所：柳井市阿月 780-5
電　　話：0820-27-0758
営業時間：17：00～ 23：30
定 休 日：12月 30日～１月４日

漢方で育てられた和牛カルビ

県
内
で
こ
こ
だ
け

　
　 〝
漢
方
和
牛
〞
提
供
店

　【
柳
井
・
吉
崎
和
成
（
瓦

工
・
44
）】
柳
井
市
阿
月

に
昭
和
46
年
か
ら
営
業
さ

れ
て
い
る
開
店
か
ら
ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
こ
だ
わ
り

と
自
慢
の
焼
肉
の
タ
レ
を

提
供
し
て
い
る「
焼
肉〝
憩
〞

（
い
こ
い
）」
が
あ
り
ま
す
。

憩
の
一
番
の
メ
ニ
ュ
ー
は

な
ん
と
言
っ
て
も
漢
方
和

牛
。
県
内
で
提
供
し
て
い

る
の
は
憩
だ
け
で
す
。
漢

方
和
牛
と
は
14
種
類
の

ハ
ー
ブ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
飼
料
で
育

て
ら
れ
た
牛
の
肉
の
こ
と

で
す
。
牛
肉
を
食
べ
た
い

け
ど
体
が
い
ろ
い
ろ
気
に

な
っ
て
、
と
い
う
方
に
も

是
非
お
す
す
め
で
す
。

　

融
点
が
低
く
お
な
か
の

中
で
融
け
や
す
く
、
ヘ
ル

シ
ー
な
脂
の
う
ま
み
が
自

慢
で
、
体
に
や
さ
し
い
肉

な
の
で
、
最
近
話
題
の
豪

華
寝
台
列
車
に
も
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漢
方
和
牛
と

他
の
肉
と
の
食
べ
比
べ
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

店
内
は
カ
ウ
ン
タ
ー
6

この看板がめじるし

席
、
4
名
テ
ー
ブ
ル
が
2

席
、
そ
し
て
10
名
座
敷
と

家
族
で
経
営
し
て
い
る
小

さ
な
お
店
な
の
で
お
気
軽

に
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

ご
来
店
の
際
は
、
特
典

と
し
て
要
相
談
で
貸
切
が

可
能
で
送
迎
（
9
名
様
ま

で
・
距
離
に
よ
る
）
も
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ

オ
ケ
も
あ
り
二
次
会
と
し

て
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払

い
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に

お
店
の
ご
厚
意
の
よ
り
建

設
山
口
組
合
員
カ
ー
ド
提

示
で
さ
さ
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

D

E

B

C

1

8

12

16

2

5 6

10

3

14

9

13

17

7

11

4

15

締切は12月1日
（本部必着）
どしどし

御応募ください

新年号の原稿

募　 集

　

組
合
で
は
出
来
る
限

り
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

次
号
は
新
年
号
と
な

り
ま
す
の
で
、
次
の
要

領
で
原
稿
を
募
集
い
た

し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ど
し
ど

し
所
属
支
部
を
通
し

て
、
原
稿
を
お
送
り
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
掲

載
さ
れ
た
方
に
は
、
ク

オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

◇
内　

容

　

①
我
が
家
、
私
の
自

慢
話
②
我
が
家
、
私
の

正
月
の
過
ご
し
方
③
年

お
と
こ
、年
お
ん
な
（
新

年
の
抱
負
）
④
我
が
家
、

私
の
健
康
法
⑤
写
真
、

絵
画
、
短
歌
な
ど
新
年

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

◇
字　

数

　

４
０
０
字

◇
締　

切

　

12
月
１
日
必
着

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
281
号
解
答
◇

　

リ
ン
ゴ
ガ
リ

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
渡

辺
正
弘
・
福
田
清
【
吉
南
】

山
本
眞
由
美
・
上
山
希

望
・
上
野
光
義
・
石
川

守
【
長
門
】
河
部
麻
利

子
【
光
】
増
田
勝
徳
・
持

仏
千
夏
子
【
山
口
】
古

田
映
子  

（
応
募
総
数
31
）


